令和３年度第３回 品川区地域自立支援協議会

4.自立支援協議会全体会についてのとりまとめ結果
	№
	内　容

	１
	現在のような事態が当面続くことが考えられるため、フルオンラインの会議開催についてご検討ください。

	２
	コロナ禍で対面開催が中止になることは仕方ないと考えます。ZOOMなどを活用した開催について、合理的配慮すべき点はあるとは存じますが、ご検討ください。

	３
	Webex等オンライン使用での開催も積極的に取り入れていただきたいと考える。

	４
	書面開催は審議や意見交換が難しいため、オンライン開催やハイブリッド開催もご検討ください。

	５
	全体会、部会ともに書面ではなく、そろそろオンライン開催もできるのはないでしょうか。オンラインが苦手な方のみ、事務局でサポートしたら可能だと思うのですが。区のホームページを見れば自立協の内容がわかりますが、一般の人にはなじみがないと思います。 障害のある方・ご家族もご存じない方がほとんどなのではないでしょうか。当事者としての参画を促すためにも、ちょっと砕けた分かりやすい瓦版のようなものを発行していただけたらと思いました。部会が少ないと思います。そろそろ１０年になるので、課題の解決に向けて深堀していただきたいです。部会の増設をお願いします。新型コロナも含め天災が多く発生しています。企業が策定するBCPのようなものを考える部会が必要だと思います。また、権利擁護の部会も必要かと思います。このアンケートもそうですが、可能な限り手書きではなくPC入力での回答にしたいです。フォーマットもメールにてお送りいただくことをお願いします。

	６
	[bookmark: _GoBack]今後の協議会の書面開催には反対する。感染状況により対面が開催できない場合、オンライン開催を希望する。もし、書面開催を行う場合は、何がどのように行われたのかについて、十分な資料と情報を提供していただく必要がある。現在の自立支援協議会には、委員としてさまざまな品川区内の当事者団体からの参加がある点は意義の大きいことであると考える。次期以降、会長または副会長というとりまとめ役職に、品川区内の当事者団体からの委員が就くことが望ましいと考える。

	７
	各部会の役割や取り組み状況が見えて良かったと思います。オンライン参加の選択肢も新しい取り組みで良かったと思います。特定の委員だけでなく、委員の発言がもう少しバランス良く聞けたらと思います。

	８
	新型コロナウイルスの感染の影響から、参加の仕方について、オンラインも可が選択できたのは良いと思いました。終息後も選択できる形を続けられたら良いと思います。

	９
	もう少し会議の回数を増やしてもよいのでは。

	10
	前回の協議会でも意見を出したが、部会を増やすこと必要なのではないか。何を増やすかは意見が多々出るかと思うが、優先されるのは今、「防災」ではないかと思う。災害時個別支援計画の作成が今年度３０件作成中との事務局からの報告を受けたが、当事者抜きで進めることの無いよう危惧する。福祉避難所の実態・備蓄用品・非常用電源の確保（これについては令和４年度新規事業として在宅人口呼吸器使用者への非常用電源の確保として予算化）・などなど障害種別をこえて、当事者も交えて協議すべきではないか。令和４年度の新規事業で、障害者グループホームの整備として具体的に小山７丁目の土地に建てることが進められているようだが、その内容につても自立支援協議会で協議してほしい。品川区の大きな福祉資源が出来ようとしているその過程に、自立支援協議会が関わらないのはあり得ないと考える。

	11
	全体会について、会議内容が多く時間が不足しているように感じている。新型コロナが落ち着くようなら年6回（2か月に1回）程度開催して、様々な問題に対して明確な解答を示して行ったら良いのではないか。感染対策をきちんとして、3月6日東京マラソン実施できていた。緊急事態宣言が発出されていない場合は対策をしっかりして対面での会議開催を行っても良いのかもしれない。品川区の大きな福祉資源が出来ようとしているその過程に、自立支援協議会がかかわらないのはあり得ないと考える。

	12
	協議会に医師会が入って下さっていることは有難いのですが、障害児者の事を余り理解されていない様子にちょっとびっくりでした。

	13
	自立支援協議会全体会の中で部会の活動に対して意見をいただく流れができていて、少しずつ良い形になっているように思います。

	14
	開催日時がなかなか自分の都合と合わないことが多く、この点はやむを得ないことですが、残念です。多数のメンバーの予定は様々で区の都合もあり、やはりやむを得ないことだと理解しています。

	15
	仕事を持ちながらの活動に感謝申し上げてます。

	16
	特になし。



